
児
童
自
立
支
援
施
設
に
今
後
求
め
ら
れ
る
学
校
教
育
と
は

～

入
所
児
童
の
特
性
と
特
別
支
援
教
育
の
現
状
か
ら

～

滋
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県
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園
内

金

田

眞

宏

甲
賀
市
立
土
山
中
学
校
布
引
分
教
室
教
頭

一

は
じ
め
に

本
年
八
月
七

・
八
日
に
、
愛
媛
県
立
え
ひ
め
学
園
で

「全
国
児
童
自
立
支
援
施
設
に
併
設
さ
れ
た
学
校
連
絡

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
で
七
年
目
を
迎
え
た
こ
の
会

議
は
、
通
称

「分
分
会
議
」
と
言
わ
れ
、
西
日
本
の
児
童

自
立
支
援
施
設
内
分
校

・
分
教
室
の
教
員
を
中
心
と
し
て
、

四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
会
議
に
は
学
校
教
育
導
入
を
検
討
中
の
施
設
も
全

国
各
地
か
ら
参
加
し
、
情
報
交
換
や
意
見
交
流
が
な
さ
れ

て
い
る
。
各
都
道
府
県
に

一
な
い
し
二
し
か
な
い
特
別
な

学
校
で
あ
る
た
め
、

一
般
校
に
は
な
い
独
特
の
教
育
を
研

修
し
た
い
と
思
う
教
員
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
連
絡
会
議
で
こ
れ
ま
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
の
は

「学
校
教
育
導
入
と
学
校
運
営
」

「施
設
と
学
校
の
連

携
」

「学
習
指
導
や
進
路
指
導
」
の
三
つ
で
あ
っ
た
が
、

本
年
度
よ
り

「
特
別
支
援
教
育

（
発
達
障
害
児

の
教

育
）
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

今
回
の

「非
行
問
題
」
第
二

一
五
号
で
は
、
特
集
と
し

て

「学
校
教
育
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
四
つ
の
テ
ー
マ
で

ご
執
筆
を
お
願
い
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
い
に
く
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
投
稿
が
な
く
、
話
題
提
供
を
急

遽
編
集
局
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ

執
筆
し
て
み
る
と
、
特
別
支
援
教
育
は
始
ま
っ
て
ま
だ
日

が
浅
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
入
り
乱
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
整
理
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な

っ
た
。

お
目
だ
る
い
点
が
多
々
あ
る
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
後
の
参
考
と
し
て
頂
け
れ
ば
有
り
難
く
思
う
。

二

入
所
児
童
の
特
性
の
変
遷

私
は
大
学
を
卒
業
し
た
昭
和
五
十
年
か
ら
の
三
年
間
と
、

教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
平
成
十
七
年
か
ら
の
四
年
間
、
計

七
年
間
を
こ
の
施
設
で
勤
務
し
て
い
る
。

一
度
目
の
勤
務

は
特
殊
学
級

「布
引
分
学
級
」
で
あ
り
、
二
度
目
の
勤
務

は
普
通
学
級

「布
引
分
教
室
」
で
あ
る
。
後
か
ら
知

っ
た

こ
と
で
あ
る
が
、
淡
海
学
園
に
学
校
教
育
が
導
入
さ
れ
教

員
が
派
遣
さ
れ
た
の
が
昭
和
四
十
三
年
で
あ
り
、
私
が
勤

務
し
た
の
は
そ
の
八
年
目
に
当
た
る
年
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
回
の
勤
務
を
比
較
す
る
と
、
教
員
の
立
場

・
教

育
課
程

・
児
童
の
特
性
等
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
児
童
の
特
性
を
中
心
に
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

（
一
）
昭
和
五
十
年
代
の
児
童

大
学
を
出
て
す
ぐ
の
勤
務
で
あ
り
、
施
設
職
員
も
二
十

代
が
多
く
全
員
が
子
ど
も
と
共
に
活
動
し
、
子
ど
も
を
知

る
こ
と
に
懸
命
で
あ
っ
た
。
当
時
は
学
科
指
導
主
体
の
時

代
で
あ
り
、
教
員
と
は
言
っ
て
も
学
習
指
導
に
専
念
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
作
業

・
ク
ラ
ブ

・
学
園
行
事
等
学
園
活

動
全
般
に
関
わ
っ
て
い
た
。
泊
ま
り
勤
務
は
な
い
が
、
単

独
職
員
が
泊
ま
り
の
時
は
寮
舎
に
泊
ま
り
、
四
六
時
中
児

童
と
の
生
活
を
共
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

当
時
の
児
童
の
印
象
は
、

「人
な
つ
っ
こ
い
」

「嘘
が

上
手
」

「イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る
」

「物
を
よ
く
隠
す
」

「逃

げ
る
の
が
上
手
」

「勉
強
よ
り
も
運
動
や
作
業
が
好
き
」

「力
関
係
で
ラ
ン
ク
付
け
を
す
る
」
等
で
あ
る
。
学
習
で

も
二
割
ほ
ど
の
児
童
は
教
科
書
を
見
な
が
ら
問
題
集
に
自

主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
学
級
に
よ
っ
て
は
複
々

式
の
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
昭
和
五
十
年
度
当
時
の
入
所
児
童
の
傾
向

（
「淡
海
」
十
二
号
よ
り
）
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

入
園
前
の
問
題
行
動
傾
向
で
は
、
窃
盗
が
四
〇
％
と
最

も
多
く
、
続
け
て
怠
学
が

一
五
％
、
乱
暴
反
抗
が
八
％
、

放
浪
が
八
％
、
弄
火
が
六
％
等
と
な
っ
て
い
る
。

児
童
の
知
能

（Ｉ
Ｑ
集
団
検
査
済
み
の
者
）
で
は
、
詳

細
を
紹
介
で
き
な
い
が
、
九
〇
以
上
の
児
童
が
全
体
の
七

割
を
占
め
て
い
た
。

当
時
は

「学
校
の
荒
れ
」
が
ピ
ー
ク
と
な
る
前
の
時
期

で
あ
り
、
窃
盗

・
万
引
き
が
中
心
の
虞
犯
少
年
が
大
多
数

を
占
め
て
い
た
。

つ
ま
り
、
能
力
は
あ
り
な
が
ら
生
活
の

乱
れ
で
学
力
不
振
に
陥

っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

従

っ
て
、
欠
け
て
い
る
学
力
を
回
復
す
る
こ
と
で
、
自
然

と
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
も
境
界

領
域
の
児
童
も
い
た
た
め
、
到
達
度
別
学
級
編
制
が
有
効

で
あ
っ
た
。

（
二
）
児
童
の
変
遷
と
現
在
の
児
童

平
成
年
代
に
入
る
と
、
入
所
前
の
問
題
行
動
で
は
窃
盗

が
三
〇
％
台
に
減
少
し
、
代
わ
っ
て
家
出
や
不
良
交
遊
、

シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物

・
喫
煙
、
暴
力
が
増
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
本
園
の
最
近
五
年
間
の
入
所
前
問
題
行
動
を
見



る
と
、
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
項
目
は
異
な
る
が
、

平
成
十
七
年
度
の
全
国
の
調
査
結
果
を
見
る
と
左
表
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
性
非
行

・
不
良
交
友

・
生
活
指
導
が

増
加
し
て
い
る
よ
う
す
が
わ
か
る
。

児
童
の
知
能
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
児
童
生
徒
指
導
要

録
が
改
訂
さ
れ
集
団
検
査
が
実
施
さ
れ
な
く
な

っ
た
た
め
、

児
童
相
談
所
等
で
の
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ-

Ⅲ
の
検
査
結
果
を
見
る

し
か
な
い
が
、
傾
向
と
し
て
七
〇
ー
八
〇
台
の
児
童
が
六

割
強
を
占
め
て
い
る
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
検
査
の
結
果
数
値
の
方

が
集
団
検
査
よ
り
概
ね
や
や
高
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
入
所
児
童
の
Ｉ
Ｑ
は
過
去
の
方
が
か
な
り
高
か
っ
た

と
い
う
結
果
に
な
る
。

現
在
の
児
童
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、

過
去
の
片
鱗
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、

「キ
レ
ル
」

「物
に

当
た
る
」

「依
存
的
」

「す
べ
て
の
活
動
に
意
欲
が
な

い
」

「苦
し
い
状
況
か
ら
逃
げ
る
」

「自
己
表
現
力
に
乏

し
い
」
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も
個
々
の
課
題
が
異

な
り
手
が
か
か
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
入
所
児
童
が
変
化
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、

平
成
十
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
る
対
象
児
童
の
拡
大

が
あ
る
。
そ
の
結
果
、

「被
虐
待
児
」
や

「発
達
障
害

児
」
が
多
く
入
所
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に

「発
達
障

害
児
」
の
教
育
は
、
す
で
に

「特
別
支
援
教
育
」
と
し
て

学
校
教
育
の
中
で
始
ま
っ
て
い
る
。
次
節
で
は
こ
れ
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

種類 割合(%)

窃盗・恐喝 31.9

被虐待 14.1

養護に欠ける 9.2

暴力 8.6

家出浮浪 8.1

不純異性交遊 5.9

不良交遊 3.2

外泊 3.2

不登校 2.7

交通違反 2.7

集団不適応 1.1

シンナー喫煙 0.5

その他 8.6

入所前の問題行動

平15～19　淡海学園

理　　由 割合(％)

窃 盗 23.1

家出・浮 浪・ 徘徊 14.0

暴 力 非 行 12.9

性 非 行 11.8

施 設 不 適 応 6.3

家 庭 内 非 行 4.6

要 生 活 指 導 4.2

校 内 非 行 3.0

不 良 交 遊 2.8

放 火 ・ 火 遊 び 2.4

薬 物 非 行 1.3

強 盗 等 1.1

そ の 他 12.6

平成１７年度　全国児童自立支

援施設入所理由

三

発
達
障
害
と
特
別
支
援
教
育

（
一
）
発
達
障
害
と
は

平
成
十
五
年
三
月
の
文
部
科
学
省
調
査
研
究
協
力
者
会

議
最
終
報
告

「今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
」
や
平

成
十
七
年
四
月
施
行
の

「発
達
障
害
者
支
援
法
」
の
中
で
、

「発
達
障
害
」
と
し
て

「自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害

（Ｌ
Ｄ
）
、

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

（Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
」
と
い
う
こ
れ
ま

で
耳
慣
れ
な
い
用
語
が
登
場
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、

「脳
機
能
の
障
害
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
用
語
は
精
神
疾
患
の
用
語
で
あ
り
、
専
門
外

の
教
育
関
係
者
に
と
っ
て
は
用
語
の
定
義
や
位
置
づ
け
を

知
る
よ
り
も
先
に
、
用
語
自
体
が

一
人
歩
き
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
回
の
執
筆
に
当
た
り
、
様
々
な
文
献
や
情
報

と
本
学
園
の
心
理
職
員
の
協
力
を
得
て
、
通
説
と
思
わ
れ

る
所
を
表
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。

精
神
疾
患
の
診
断
体
系
は
、
主
と
し
て
三
つ
の
機
関
の

分
類
法
が
あ
る
。

①

世
界
保
健
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
ー
10

②

米
国
精
神
医
学
会
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ
ー
Ⅳ

③

日
本
精
神
神
経
学
会

で
あ
る
。
様
々
な
文
献
の
中
で
最
も
採
用
さ
れ
て
い
る
の

が
Ｄ
Ｓ
Ｍ
ー
Ⅳ
で
あ
る
。
こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ
ー
Ⅳ
に
よ
る
と
、

発
達
障
害
に
は
十
種
類
以
上
あ
る
。
発
達
障
害
は
通
常
幼

児
期

・
小
児
期

・
青
年
期
に
初
め
て
診
断
さ
れ
る
障
害
で

上位ｶﾃｺﾞﾘｰ 中位ｶﾃｺﾞﾘｰ 下位ｶﾃｺﾞﾘｰ 特　　　　　徴 備考

高機能自閉症 1
知的発達の遅れを伴わず、言葉の

発達の遅れがある ＩＱ70以上
※

典型的な自閉症 知的発達の遅れを伴う場合

知的発達の遅れを伴わず、言語の

遅れを伴わない
※

（省略）

（省略）

（省略）

学習障害（ＬＤ）
知的発達の遅れはないが、認知能

力の一部に障害がある
※

精神遅滞 行政用語で知的障害に当たる

年齢や発達に不釣り合いな注意力

や行動の障害
※

年齢不相応の社会的規範や規則

の侵害が反復し継続する行動

反抗、敵対、挑戦的行動

他

反抗挑戦性障害

発

　

達

　

障

　

害

その他の発達障害

レット障害

広汎性発達障害

（ＰＤＤ）

自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ

小児期崩壊性障害

特定不能の広汎性発達障害

統合失調症（旧　精神分裂病）、摂食障害、人格障害など

注） 1 高機能自閉症はＤＳＭの分類にはないが、位置づけとしてはこの部分になる。

　　　備考欄の ※ は軽度発達障害と言われ、特別支援教育の対象とされている。

　　　「軽度」や「高機能」とは、知的遅れがないという意味である。

精神疾患の分類　（アメリカ精神医学会　ＤＳＭ－Ⅳ　による）

読字、算数、書字表出等の障害

注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）

注意欠陥及び

破壊的行動障害

自閉性障害

（自閉症）

アスペルガー障害

行為障害（ＣＤ）



あ
る
た
め
こ
の
名
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
適
切
な
治
療
や

対
応
を
す
る
こ
と
で
進
行
が
抑
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

発
達
障
害
を
診
断
す
る
際
に
は
、
ど
の
分
類
に
属
す
る
か

を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多
い
。
そ
れ

は
障
害
の
重
複
が
あ
っ
た
り
、
境
界
領
域
の
症
状
も
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

「群
」
や

「
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

（連

続
体
）
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
は
自
閉
症
の
中
に
含
ま
れ

る
と
の
見
方
も
あ
る
の
で
、
両
者
の
上
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る

「広
汎
性
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
も
使
わ
れ
る
。

こ
の
発
達
障
害
の
中
で
、
知
的
な
遅
れ
を
伴
わ
な
い
発

達
障
害
を
学
校
関
係
で
は

「軽
度
発
達
障
害
」
と
呼
ん
で

い
る
。
同
様
に
高
機
能
自
閉
症
の

「高
機
能
」
と
い
う
用

語
も
知
的
な
遅
れ
が
な
い
と
言
う
意
味
で
あ
る
が
、
ど
ち

ら
も
誤
解
さ
れ
や
す
い
用
語
で
あ
る
。
知
的
な
遅
れ
が
な

い
と
は
、
概
ね
Ｉ
Ｑ
七
〇
以
上
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、

軽
度
発
達
障
害
の
見
立
て
に
つ
い
て
は

「非
行
問
題
」
第

二

一
四
号
に
木
谷
氏
が
書
い
て
お
ら
れ
る
の
で
参
照
し
て

頂
き
た
い
。

前
述
の
四
つ
の
発
達
障
害
以
外
に
、
施
設
教
育
に
携
わ

る
者
と
し
て
注
目
し
た
の
が

「行
為
障
害
」
と

「反
抗
挑

戦
性
障
害
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
非
行
少
年
に

多
い
障
害
で
あ
り
、
成
人
期
に
人
格
障
害
に
発
展
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（な
お
、
日
本
精
神
神
経

学
会
は
医
学
的
診
断
か
ら
外
し
て
い
る
）

（
二
）
特
別
支
援
教
育
の
は
じ
ま
り

文
部
科
学
省
は
平
成
十
四
年
度
に
特
殊
教
育
等
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
特
殊

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
、
全
学
齢
児
の

約

一
．
五
％
で
あ
り
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な

教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
が
六
．
三
％
に
の

ぼ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
、
上
野
式
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
し
た
担
任
教
師

の
回
答
に
よ
る
も
の
で
、
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
判
断
や

医
師
の
診
断
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
Ｌ
Ｄ
、
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
の
児
童
生
徒
の
割
合
を
表
す
も

の
と

一
致
は
し
な
い
と
の
補
足
が
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
前
述
の
調
査
研
究

協
力
者
会
議
の
報
告
が
な
さ
れ
、
発
達
障
害
者
支
援
法
の

成
立
や
学
校
教
育
法
等
の
改
正

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
平
成
十
八
年
十
二
月
の
教
育
基
本
法
改
正
も
あ
り
、

学
校
教
育
関
係
の
法
令
は
ず
い
ぶ
ん
改
正
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
古
い
教
育
法
規
集
は
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
。

現
在
、
特
別
支
援
学
校

・
特
別
支
援
学
級

・
通
級
対
象

児
童
生
徒
は
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
平
成
十
八
年
に
は
通
級
対
象
者
の
中
に
軽
度
発
達

障
害
が
加
え
ら
れ
た
。

○

通
級
の
対
象
と
な
る
者
と
し
て
、
学
習
障
害
者
及
び

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
者
を
加
え
た

○

こ
れ
ま
で
情
緒
障
害
者
と
し
て
包
括
し
て
い
た
者
を

自
閉
症
者
と
情
緒
障
害
者
に
分
け
た

○

年
間
の
通
級
時
間
は
障
害
の
種
別
に
よ
っ
て
次
の
表

の
よ
う
に
分
け
た
。

特別支援教育対象児童生徒の拡大

平成18年3月の学校教育法施行規則改正

による通級対象者の変更

改 正 前 改 正 後

1 言語障害者 1 言語障害者

2 自閉症者

2 情緒障害者 3 情緒障害者

3 弱視者 4 弱視者

4 難聴者 5 難聴者

6 学習障害者

7 注意欠陥

5 その他 多動性障害者

8 その他

視覚障害 肢体不自由

聴覚障害 病弱・身体虚弱

知的障害 【学校教育法第８０条】

1 知的障害者 5 聴覚障害者（難聴者）

2 肢体不自由者 6 その他（言語障害）

3 身体虚弱者 　　　　　 （情緒障害）

4 視覚障害者（弱視者） 【学校教育法第８１条】

1 言語障害者 6 学習障害

2 自閉症者 7 注意欠陥多動性障害者

3 情緒障害者 8 その他（肢体不自由者）

4 視覚障害（弱視者） 　　　　　 （知的障害者）

5 聴覚障害（難聴者） 　　　　　（病弱・身体虚弱者）

学習障害

注意欠陥多動性障害

高機能自閉症

小中学校における特別支援教育概念図　（2006　文部科学省より）

注）　６．３％数値は、平成１４年度の学級担任等へのアンケートの結果による

【学校教育法施行規則第１４０条】

通
常

学
級

1.86%

6.3%
(上の0.38%

を含む)
　　等

一
般
の
小
中
学
校

0.52%

0.96%

特
別
支

援
学
校

通
常
学
級
で

通
級
対
象

0.38%

特
別
支
援

学
級

言語障害者

自閉症者

情緒障害者

弱視者

難聴者

その他心身に
故障のある者

学習障害者

注意欠陥
多動性障害者

10～
280
単位
時間

通級の時間

35～
280
単位
時間



（三
）
特
別
支
援
教
育

へ
の
取
り
組
み
方

平
成
十
九
年
四
月
よ
り
特
別
支
援
教
育
が
開
始
さ
れ
た

が
、
名
称
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
対
象
児
童
生
徒
の
幅
が
広

が
っ
た
こ
と
に
加
え
、

「特
別
支
援
教
育
は
全
校
体
制
で

取
り
組
む
も
の
」
と
さ
れ
、
校
内
組
織
の
刷
新
が
必
要
と

な
っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
方
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

特
別
支
援
教
育
推
進
体
制
の
整
備
と
取
組

①

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
校
内
委
員
会
の
設
置

②

実
態
把
握

③

特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名

（多
く
は
特
別
支
援
学
級
担
任
が
兼
任
）

④

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
策
定
と
活
用

⑤

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成

⑥

教
員
の
専
門
性
の
向
上

教
員
の
専
門
性
の
向
上
と
し
て
具
体
的
に
は
、
軽
度
発

達
障
害
者
の
見
立
て
や
そ
の
特
性
の
理
解
と
把
握
。
通
常

学
級
に
お
け
る
軽
度
発
達
障
害
者

へ
の
対
応
の
仕
方
な
ど

が
あ
る
。

新
た
な
診
断
名
を
持

つ
児
童
生
徒
が
登
場

（実
は
従
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
の
だ
が
気
が
つ
か
な
か
っ
た
存
在
）

し
た
が
、
対
応
の
仕
方
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
は
指
導
上

有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
者
が
適
切

な
薬
を
服
用
す
る
効
果
は
目
に
見
え
て
わ
か
り
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
の
者
は
こ
だ
わ
り
が
強
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

で
、
言
動
を
受
け
止
め
て
や
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
発
達
障
害
を
理
解
し
そ
れ
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
放
置
さ
れ
て
き
た
児
童
生
徒
に
対
し

個
々
に
適
し
た
教
育
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
対
象
児
童
生
徒
の
認
定

特
別
支
援
教
育
の
対
象
と
な
る
に
は
、
保
護
者
や
本
人

の
希
望
も
重
要
で
あ
る
が
、
就
学
指
導
委
員
会
の
判
定
や

医
師
の
診
断
等
が
必
要
と
な
る
。

特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
級

へ
の
入
学

・
入
級
対

象
者
、
通
級
対
象
者
は
す
べ
て
各
市
町
村
の
就
学
指
導
委

員
会
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
申
請
は
年
度
初
め

に
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
資
料
と
し
て
は
、
保
護

者
の
意
見

・
家
庭
状
況

・
学
習
状
況

・
生
活
行
動
状
況

・

公
的
な
知
能
検
査

・
医
師
の
診
断
結
果
等
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
観
察
会
や
検
討
会
、
校
内
就
学
指
導
委
員
会
を

経
て
市
町
村
の
就
学
指
導
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
十
月
頃

か
ら
答
申
が
出
さ
れ
る
。

特
別
支
援
学
校

へ
の
入
学

・
転
入
の
場
合
は
、
通
常
十

一
月
中
に
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
別
支
援
学
級

へ
の
入
級
は
、
基
本
的
に
は
期

限
の
規
定
は
な
い
。

た
だ
し
、
特
別
支
援
学
級
を
新
設
し
た
り
、
入
級
や
入

学
に
際
し
て
学
級
数
の
変
動
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
教
員
配
置
数
に
影
響
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
年

度
当
初
よ
り
都
道
府
県
教
育
委
員
会

へ
も
報
告
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

（五
）
通
級
に
つ
い
て

か
つ
て
の
特
殊
学
級
は
、
入
級
児
童
生
徒
が
大
半
の
授

業
を
そ
こ
で
受
け
る

「固
定
式
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

昭
和
五
十
年
頃
か
ら
、
入
級
児
童
生
徒
が

一
部
の
教
科
を

通
常
学
級
で
受
け
る

「交
流
」
や
、
通
常
学
級
の
児
童
生

徒
が
特
殊
学
級
で
特
別
の
指
導
を
受
け
る

「通
級
」
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

通
級
の
形
態
は
そ
の
後
変
化
し
、
現
在
は

「自
校
の
特

別
支
援
学
級
」

「他
校
の
特
別
支
援
学
級
」

「自
校
の
通

級
指
導
教
室
」

「他
校
の
通
級
指
導
教
室
」

へ
の
通
級
が

あ
る
。
ま
た
指
導
す
る
教
員
も
、

「通
級
指
導
担
当
教

員
」

「特
別
支
援
学
級
担
当
教
員
」

「特
別
支
援
学
校
の

教
員
」
が
あ
り
、
巡
回
指
導
も
行
わ
れ
る
な
ど
実
態
に
即

し
た
多
様
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
で
は
、
全
国
で
小
学
生
四
万
三
千
人
、

中
学
生
二
千
人
が
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
。
障

害
種
別
で
は
言
語
障
害
が
六
五
％
、
自
閉
症
が

一
二
％

情
緒
障
害
が
七
％
等
と
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
対
象

者
が
五
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
都
道
府
県
が
約
六
割
あ
り
、

中
学
校
で
は
対
象
者
が

一
〇
人
に
達
し
て
い
な
い
都
道
府

県
が
約
半
数
で
あ
る
な
ど
、
都
道
府
県
に
よ
る
温
度
差
も

あ
る
が
、
年
々
対
象
者
は
増
加
し
進
展
し
て
い
る
。

自
校
で
指
導
を
受
け
る
場
合
は
、
対
象
者
は
教
室
を
移

動
す
る
だ
け
で
よ
い
が
、
他
校
に
出
向
く
際
に
は
送
迎
を

保
護
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
や
、
午
後
や
放
課
後

に
集
中
す
る
な
ど
、
実
際
に
行
う
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
あ
る
。

四

児
童
自
立
支
援
施
設
と
特
別
支
援
教
育

（
一
）
被
虐
待
と
発
達
障
害

平
成
十
二
年
三
月
に
出
さ
れ
た
国
立
武
蔵
野
学
院

「児

童
自
立
支
援
施
設
入
所
中
の
児
童
の
被
虐
待
経
験
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
経
験
児
童
は
約
六
割

い
た
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
平
成
十
七
年
度
の
施
設
実
態

調
査
結
果
を
元
に
試
算
し
て
み
た
と
こ
ろ
被
虐
待
は
四
割

程
度
で
あ
っ
た

（表
参
照
）
。
当
園
で
昨
年
度
末
に
児
童

項　　　　目 比率(%)

被 虐 待 38.4

Ａ Ｄ Ｈ Ｄ 9.0

知 的 障 害 9.0

広汎性発達障害 5.5

人 格 障 害 1.3

Ｌ Ｄ 1.2

て ん か ん 1.0

鬱 病 ・ 躁 鬱 病 0.5

統 合 失 調 症 0.4

そ の 他 3.8

平成１７年実態調査結果より

全入所児童１２８２人中

重複回答有り



の
生
育
歴
を
調
べ
、
虐
待
の
ケ
ー
ス
を
拾
い
出
し
た
所
、

五
割
の
児
童
に
被
虐
待
の
経
験
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

す
で
に
多
く
の
専
門
家
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「被
虐
待
」
と

「発
達
障
害
」
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

少
子
化
に
よ
り
子
ど
も
に
対
す
る
親
の
期
待
は
高
ま
っ
て

い
る
。
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
他
の
子
に
比
べ
て
発

達
が
遅
い
た
め
、
親
が
厳
し
く
し
つ
け
よ
う
と
し
て
虐
待

に
至
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

学
齢
期
が
近
づ
き
、
就
学
前
検
診
や
幼
稚
園

・
保
育
園

の
見
立
て
で
就
学
指
導
に
上
が
っ
て
も
、
保
護
者
が
答
申

を
拒
否
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
答
申
を
受
け
て
通

級
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
保
護
者
の
送

迎
の
協
力
や
生
活
指
導
上
の
改
善
を
求
め
ら
れ
、
通
級
対

象
か
ら
自
ず
と
外
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「非
行

問
題
」
前
号
で
木
谷
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
施

設
に
入
所
す
る
児
童
に
軽
度
発
達
障
害
が

「疑
わ
れ
る

（未
診
断
）
」
ケ
ー
ス
が
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

当
園
の
昨
年
度
末
調
査
で
は
、
発
達
障
害
の
割
合
に
つ

い
て
も
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
発
達
障
害

（知
的
障
害

・

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
）
と
診
断
さ
れ
た
児
童
は
二

割
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
軽
度
発
達
障
害
の
疑
い
が

あ
る
児
童
が
四
割
あ
っ
た
。
両
者
を
併
せ
る
と
六
割
に
な

り
、

一
般
校
で
の
比
率

（六
．
三
％
）
の
十
倍
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
六
．
三
％
と
い
う
数
字
は
、
担
任
が
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
ま
と
め
表
の
基
準
値
に
基
づ
い
て
、

「困
難
を
示

す
」
と
し
て
出
さ
れ
た
数
字
で
、
専
門
医
の
診
断
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
。
前
ペ
ー
ジ
の
調
査
結
果
の
表
に
は
未
診

断
の
児
童
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
低
い

結
果
と
な

っ
て
い
る
。
是
非
と
も
各
施
設
で
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
活
用
す
る
よ
う
お
勧
め
し
た
い
。

（
二
）
教
育
と
福
祉
の
は
ざ
ま
で

こ
の
施
設
に
お
い
て
学
校
教
育
を
進
め
よ
う
と
す
る
場

合
、
教
育
行
政
と
福
祉
行
政
の
連
携
の
悪
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
よ
く
あ
る
。
こ
れ
ま
で
連
携
が
な
か
っ
た
た
め
に
共

に
理
解
が
難
し
い
の
も
致
し
方
が
な
い
。

と
り
わ
け
、
こ
の
施
設
入
所
措
置
の
時
点
で
、
特
別
支

援
教
育
が
中
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
下
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

一
般
校
で
は
特
別

支
援
教
育
と
し
て
選
択
肢
が
三
つ
あ
り
、
児
童
養
護
施
設

に
入
所
し
た
場
合
は
ほ
ぼ
継
続
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
児
童
自
立
支
援
施
設
に
は
、
特
別
支
援
教

育
対
象
児
で
あ
る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
児
童
が
措
置
さ
れ
る
。
そ
の
措
置
理
由
が

「
一
般
校
に

通
学
す
る
の
が
困
難
な
程
度
の
生
活
の
乱
れ
」
で
あ
る
た

め
、
専
ら
施
設
内
で
教
育
を
行
う
事
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

施
設
内
に
特
別
支
援
学
級
を
設
置
す
る
の
は
大
変
難
し
く
、

さ
ら
に
通
級
と
な
る
と
、
市
町
村
単
位
で
通
級
指
導
教
室

を
設
置
し
て
い
る
所
が
多
い
た
め
、
そ
こ
に
通
級
さ
せ
る

の
は
不
可
能
で
あ
る
。

「そ
れ
な
ら
ば
、
普
通
学
級
で
な
く
特
別
支
援
学
級
に

す
れ
ば
よ
い
」
と
考
え
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
学
級
定
員

・
学
級
編
制
の
違
い
だ
け
で
な
く
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
評
価

法
が
根
本
的
に
異
な
る
た
め
、
逆
に
高
校
進
学
等
を
難
し

く
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
こ
の
施
設
の
学
校
教
育
の
長
い

歴
史
の
中
で
、

「止
む
を
得
ず
」
の
特
殊
学
級
導
入
が
、

昭
和
六
十

一
年
か
ら
普
通
学
級
導
入
と
な
っ
た
経
緯
を
見

る
と
、
安
易
に
口
に
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

一
般
校
の
ほ
ぼ
十
倍
の
特
別
支
援
対
象

児
童
生
徒
を
抱
え
た
施
設
が
、
特
別
支
援
教
育
の
体
系
か

ら
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ
る
。

一
般
校
と
同
様
に
、
施
設
内
に
特
別
支
援
学
級
や
通
級
教

室
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
、
児
童
の
学
習
権
の
保
障
に
と

っ
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

（三
）
施
設
教
育
と
学
校
教
育

こ
の
施
設
で
学
校
教
育
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
施
設
教

育
と
学
校
教
育
の
二
つ
の
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
二
つ
の
教
育
が
そ
れ
ぞ
れ
に
完
全
実
施
を
し
よ

う
と
す
る
と
そ
の
し
わ
寄
せ
は
入
所
児
童
に
及
ぶ
。

施
設
に
お
け
る
学
校
教
育
の
こ
の
よ
う
な
特
性
を
ふ
ま

え
て
、
平
成
十
年
三
月
の
文
部
省
通
達
中
に
は

「学
校
教

育
の
実
施
の
際
に
は
、
関
係
教
育
委
員
会
は
、
福
祉
部
局

と
十
分
に
連
携
を
図
る
こ
と
」
ま
た
、
同
年
二
月
に
出
さ

れ
た
厚
生
省
通
達
中
に
も

「
（施
設
と
学
校
が
）
継
続
的

に
密
接
な
連
携
を
取
り
、

・
・
・
一
体
的
か
つ
総
合
的
な

指
導
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
あ
り
、
両

者
の
押
し
つ
け
を
戒
め
て
い
る
。

連
携
や

一
体
的
総
合
的
の
中
身
は
ど
こ
に
も
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
福
祉
当
局
や
施
設
と
関
係
教
育
委
員
会
が
互

い
に
譲
歩
し
合

っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
趣
旨
に
立
っ
て
二
つ
の
教

育
の
在
り
方
を
考
え
て
見
る
時
、
次
の
点
は
押
さ
え
る
必
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要
が
あ
る
。

①

入
所
児
童
は
、
も
と
も
と
学
校
教
育
に
は
な
じ
ま
ず
、

生
活
指
導

（児
童
福
祉
法
第
四
十
四
条
）
を
必
要
と
す

る
理
由
で
措
置
さ
れ
た
児
童
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
形
の

学
校
教
育
を
実
施
す
る
の
で
は
効
果
が
な
い
こ
と
。

②

入
所
児
童
の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
施
設

へ
の
措
置
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
か
ら
、
学
校
教
育
も

そ
の
目
的
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
施
設
の
存
在
自
体
が
危
う
く
な
る
こ
と
。

私
は
、
こ
の
施
設
の
学
校
教
育
は
、
施
設
教
育
の
中
に

包
括
さ
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
学
校
教
育
の
良
い
面
を
施
設
教
育
の
中
に
取
り

入
れ
る
こ
と
も
し
て
ほ
し
い
。
目
的
を

一
つ
に
し
て
両
者

が
互
い
に
譲
歩
し
合
う
中
で
、
新
た
な
教
育
が
進
展
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

む
す
び

私
は
こ
の
施
設
に
通
算
七
年
間
勤
務
し
て
、
施
設
職
員

の
熱
意
と
愛
情
の
深
さ
に
い
つ
も
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。
こ

の
施
設
に
入
所
す
る
児
童
は
、
外
見
上
は
手
の
か
か
る
存

在
で
あ
る
が
、
社
会
変
化
と
時
代
の
矛
盾
を
い
ち
早
く
被

っ
た
被
害
者
で
あ
る
。
多
く
の
児
童
に
対
す
る
対
応
法
の

事
例
が
な
い
中
で
、
施
設
職
員
は
起
居
を
共
に
し
て
児
童

を
理
解
し
、
関
係
性
を
作
り
上
げ
る
作
業
を
粛
々
と
成
し

遂
げ
て
い
る
。

一
般
校
で
教
員
が
生
徒
指
導
上
行
う
対
応

策
の
大
部
分
は
、
実
は
こ
の
施
設
の
実
践
に
端
を
発
し
て

い
る
事
例
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
施
設
で
の

実
践
は
学
校
教
育
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
方
、
学
校
教
育
は
そ
の
目
的
と
規
模
の
大
き
さ
か
ら

綿
密
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歯
車
が

一
つ
狂
う

こ
と
で
大
き
な
混
乱
が
生
じ
る
程
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、

こ
の
施
設
に
勤
務
し
た
時
、
施
設
教
育
の
あ
ま
り
の
柔
軟

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
多
く
の
実
践
の
体
系
化
が

な
く
、
施
設
の
独
自
性
や
職
員
の
個
性
に
任
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
施
設
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
数
々
の
先

駆
的
な
実
践
が
、
分
類
さ
れ
体
系
化
さ
れ
た
な
ら
ば
、
日

本
の
教
育
全
体
に
と
っ
て
、
多
く
の
貴
重
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
と
な
る
。

施
設
教
育
と
学
校
教
育
の
本
格
的
な
出
会
い
は
、
や

っ

と
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
連
携
や

一
体
化
を
進

め
る
施
策
は
ま
だ
ま
だ
未
整
備
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
、

発
達
障
害
と
特
別
支
援
教
育
は
、
厚
生
労
働
省
と
文
部
科

学
省
が
緊
密
な
連
携
を
取

っ
て
進
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

特
別
支
援
教
育
は

「障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り

の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
」
と
さ
れ
、
と

り
わ
け
通
級
対
象
者
の
教
育
は
、
教
育
課
程
や
評
価
の
上

で
自
由
度
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

週
八
単
位
時
間
内
の

「自
立
活
動
等
」
で
あ
る
。

こ
の
施
設
の
二
つ
の
教
育
を
進
め
る
上
で
、
こ
の
自
由

度
は

一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
施
設
の

入
所
児
童
の
約
半
数
に
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な

「自
立
活
動
等
」
の
時
間
と
し
て
週
に
何
時

間
か
を
、
施
設
教
育
と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
実
施
で

き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
入
所
児
童
の
課
題

解
決
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
な
ら
二
つ
の
教
育
の
連
携
や

一
体
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文
部
科
学
省

と
厚
生
労
働
省
の
連
携
に
期
待
し
た
い
。

か
つ
て
私
が

一
回
目
の
勤
務
を
し
た
際
に
、
小
嶋
直
太

郎
元
園
長
が
よ
く
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
そ
し
て
私
に

「学

校
を
た
の
み
ま
す
」
と
堅
く
握
手
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
私

に
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
二
回
目
の
勤
務

に
な
っ
て
そ
の
意
味
の
深
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「児
童
の
能
力
に
応
じ
て
知
的
な
面
か
ら
そ
の
生
命
力
を

伸
ば
す
」
と
の
思
い
で
、
学
校
教
育
導
入
に
終
生
奔
走
さ

れ
た
そ
の
熱
意
を
知

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
握
手
か
ら
三
十

五
年
、
氏
の
生
き
様
に
少
し
で
も
迫
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
思
い
が
実
現
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
振
り
返
り
つ
つ
、

今
日
も
教
育
に
当
た
っ
て
い
る
。
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